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Ⅳ 情報普及活動

本研究所の情報普及活動は特殊教育に関する図書資料等の収集、提供及び実際的な研究の

成果の普及を目的としており、我が国の特殊教育の振興に資する研究所として、研究活動及

び普及活動、並びに情報化への対応を行う他、全国の国立特殊教育総合研究所センター等を

はじめとする内外の研究機関等との連携・協力及び国際交流を通じた情報普及活動を進め

た。

また、研究成果の普及については、プロジェクト研究をはじめとする各研究の研究成果の

報告書を全国の関係機関に配布するとともに、特殊教育セミナーを年２回開催する他、国際

セミナー等の開催によりアジア・太平洋地域を中心とした各国への情報提供による国際貢献

に努めた。

１ 障害のある子どもの教育の総合的な教育情報提供体制の整備

特殊教育諸学校等の教職員や保護者など、利用者のニーズに対応したものとなるようポ

ータルサイトの掲載内容及び関係機関等へのリンク接続の充実を図った。特に 「障害の、

ある子どもの教育について学ぶ」コーナーでは、各障害のことなどについて理解してもら

うとともに、短期研修の講義資料等を掲載し、本研究所の研修受講者の事前学習に役立た

せ、校内研修等でも利用できるようにしている。今後とも、ポータルサイトの掲載内容等

の一層の充実を図ることとしている。

また、アクセシビリティ向上を目的として、Ｗｅｂ・アクセシビリティ支援ツールを導

入し、音声読み上げ、文字拡大、色変更やふりがな等の機能を追加し、それらの機能が効

果的に利用出来るよう、各Ｗｅｂページのリニューアルを行った。

２ 図書資料の収集・整備の状況

本研究所が特殊教育に関する情報源として果たす役割は極めて重要であり、平成１７年

度現在、図書資料の収集や学術文献の整備は、図書所蔵数が和洋合わせて約５万８千冊に

達し、研究紀要、研究報告書等の所蔵についても約１万６千５百冊に達している。これら

の中には本研究所の他、少数の大学や研究機関のみが所蔵する資料も少なくない。

すでに電子化公開を行っている本研究所刊行物については、蔵書目録データベースの検

、 、 、索結果から 直接電子情報を閲覧できる体制を図るとともに 未公開の刊行物についても

目次情報提供の準備を進めている。

今後とも、研究・研修等の諸活動の遂行を効率的に支援するための情報システムを構築

することが重要であることから、引き続き研究資料、図書、学術文献等の収集・整備を行

うとともに、海外の特殊教育関係資料の収集を図り、研究所内外からの閲覧や貸出等のニ

ーズに適切に対応することとしている。

（１）図書資料の収集・提供の状況

ア 資料の所蔵状況（平成18年3月31日現在）

平成17年度の増加数和 洋 合 計

図書 41,950冊 16,015冊 57,965冊 753冊

資料 14,880冊 1,684冊 16,564冊 244冊（ 、 ）研究紀要 研究報告書等

雑誌 1,342種 488種 1,830種 27種
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＊ 研究紀要、研究報告書等の「資料」として所蔵している資料は、特殊教育のナシ

ョナルセンターである本研究所として積極的な収集に努めるべきものであり、各地

での関係資料の発行状況の把握に努め、さらにはデータベース化の検討を進める。

イ 資料の提供状況（貸出冊数）

平成15年度 平成16年度 平成17年度

1,411冊 1,323冊 1,547冊研究員・職員 (久里浜養護学校教職員を含む)

2,135冊 2,884冊 2,448冊研修員等（長期・短期・講習会参加者）

3,546冊 4,207冊 3,995冊合 計

＊ 平成１３年度より、図書館入館管理システムを導入、閲覧については２４時間

対応を実施。また、図書室内にコイン式コピー機（管理は障害児教育財団）を設

置、セルフサービスによるコピーサービスを開始している。

ウ 文献複写の対応状況

平成15年度 平成16年度 平成17年度

受付件数 264件 299件 245件

外部からの文献複写サービス依頼については、平成１７年度は２４５件について対

応している。

また、複写以外にも、大学等外部機関からの研究所刊行物の寄贈依頼３６件（送付

冊数１４６冊）に対応している。

（２）データベースの整備状況

これまで蓄積されてきたデータは、インターネットを通じ利用できるようになり、ま

すます重要性が高まり、より迅速なデータ更新、累積が求められるようになった。

特殊教育関係文献目録については、平成１７年発表の文献のほかに、平成元年以降に

刊行された研究所刊行物のデータについても、遡って追加を行った。また、蔵書目録に

ついては、雑誌データに関して、新たに特集記事データの入力を行い、誌名以外にも特

集記事名等の検索が可能となった。

ア 既存データベースの整備状況

データベース名 収録件数 平成17年度増加件数

特殊教育関係文献目録ＤＢ 75,837件 3,066件

特殊教育実践研究課題ＤＢ 45,023件 944件

蔵書目録ＤＢ 85,854件 8,169件

特殊教育法令等ＤＢ 153件 12件

特殊教育学習指導要領等ＤＢ 33件 4件

特殊教育センター等研修情報ＤＢ 1,857件 721件

盲・聾・養護学校研究報告ＤＢ 76件 14件

世界の特殊教育ＤＢ 835件 229件

イ 平成１７年度のデータベースへのアクセス件数

平成15年度 平成16年度 平成17年度

文献目録DB／実践研究課題DB／所蔵目録DB／

416,287件 495,670件 482,720件研修情報DB／世界の特殊教育DB／法令等DB／

指導要領等DB／盲･聾･養研究報告DB
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３ 研究成果の普及状況

（１）セミナーの開催

国立特殊教育総合研究所セミナーは年２回、特殊教育の発展、研究成果の普及を目指

して、時宜を得たニーズの高いテーマや最新の研究の動向・情報、あるいは本研究所の

各種研究成果を報告、公開してきた。

参加者は特殊教育諸学校教員、指導主事、研究者等が多いが、近年の学習障害等をは

じめとする軽度の障害のある子どもへの教育的支援に資するために、１７年度において

も、テーマ、組み立てを工夫して、特殊学級、通常学級担当の教員にも対象を拡大し、

今後の教育活動に役立てるように考慮した。

本年度のセミナーの開催状況及び参加者のアンケートは次のとおりである。

Ⅰア 国立特殊教育総合研究所セミナー

テーマ：①メインテーマ

一人一人の子どもの特別な教育的ニーズに応えるために

－小・中学校における支援の実際と今後の在り方－

②分科会テーマ

「特別支援教育コーディネーターの役割

－校内体制の機能と盲・聾・養護学校への期待－」

「 、 、 」ＬＤ ＡＤＨＤ 高機能自閉症等の通常の学級における配慮と指導

「子どもの教育的ニーズに支援の見通しを立てる

－小・中学校における個別の教育支援計画－」

「小・中学校における障害のある子どもへの支援体制の構築

－特殊学級及び通級指導教室の弾力的運用の可能性を探って－」

開催日：平成１８年１月１７日～１月１８日（２日間）

場 所：国立オリンピック記念青少年総合センター（東京）

参加者：７０６名

内 容：一人一人の子どもの特別な教育的ニーズに応えるための実現に向けて、

小・中学校を中心に教育的支援の在り方についての現状と今後の展望を

考えながら、基調講演、シンポジウムを行うとともに、分科会において

は、その要となる特別支援教育コーディネーターの役割、通常の学級に

おける配慮や指導、個別の教育支援計画の作成等を視点に小・中学校に

おける教育的支援について議論を深め、課題の実現に向けての協議を行

った。なお、特別支援教育制度に関する基調講演については、インター

ネットを利用してストリーミング配信も行った。

（参加者の反応）

参加者に実施したアンケートでは 「テーマ」についての興味・関心度は９８％が、

非常にあった ややあった であり セミナー参加の意義については９５％が そ「 」「 」 、 「

う思う 「ややそう思う」であった。また、講演等で理解が深まったかどうかについ」

ても、９３％が「そう思う 「ややそう思う」であり肯定的であったが、次のような」

意見もあり、次年度以降の開催方法などの改善の参考にしたい。

・終了時間は少し早めてほしい。
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・昼食休憩が長い。

・遠方からの参加者が動きやすいように木・金に実施してほしい。

・休業中だと参加しやすい。

・質疑応答の時間が短い。３０分はほしい。

○テーマについて興味・関心がありましたか。

非常にあった ややあった 普 通 余りなかった 全くなかった その他

７８％ ２０％ ２％ ０％ ０％ ０％

○セミナーに参加して意義があった。

そう思う ややそう思う どちらとも 余り思わない そう思わない その他

６５％ ３０％ ５％ ０％ ０％ ０％

○テーマに即した講演・話題内容で、理解が深まった。

そう思う ややそう思う どちらとも 余り思わない そう思わない その他

５５％ ３８％ ６％ １％ ０％ ０％

Ⅱイ 国立特殊教育総合研究所セミナー

テーマ：①メインテーマ

自閉症の特性に応じた教育

－よりよい指導内容・方法、教育環境をめざして－

②分科会テーマ

「自閉症の特性に応じた教育課程の改善・充実を図るために」

「自閉症の子どもの指導のキーポイント

－養護学校における実践事例から－」

「自閉症の子どもの社会性を育てるために

－小・中学校における指導内容・方法－」

開催日：平成１８年２月２２日（１日）

場 所：国立オリンピック記念青少年総合センター（東京）

参加者：７２１名

内 容：これまで取り組んできた自閉症教育に関する研究から、自閉症の特性に

応じた指導内容や特性に配慮した指導方法等に鑑み、自閉症教育をめぐ

る現在の研究到達点や各地の質の高い教育実践を報告するとともに、今

後の小・中学校や養護学校における自閉症教育の充実と明日への展望を

考える機会として、全体会、パネル討議、分科会を行った。

（参加者の反応）

参加者に実施したアンケートでは 「テーマ」についての興味・関心度は９５％、

が「非常にあった 「ややあった」であり、セミナー参加の意義については９３％」

が「そう思う 「ややそう思う」であった。また、報告内容等で理解が深まったか」

どうかについても、８６％が「そう思う 「ややそう思う」であり肯定的であった」

が、次のような意見もあり、次回からの改善等の参考にしたい。

・開催時期が年度の前半にしてほしい。

・２日間に分けてほしい。
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・案内が小中学校にも届くような配慮がほしい。

○テーマについて、興味・関心がありましたか。

非常にあった ややあった 普 通 余りなかった 全くなかった その他

７４％ ２１％ ４％ ０％ ０％ １％

○セミナーに参加して意義があった。

そう思う ややそう思う どちらとも 余り思わない そう思わない その他

６２％ ３１％ ２％ １％ ０％ ４％

○テーマに即した報告内容で、理解が深まった。

そう思う ややそう思う どちらとも 余り思わない そう思わない その他

４７％ ３９％ ７％ ２％ ０％ ５％

（２）研究成果物の普及

ア 平成１７年度中に発行した刊行物

研究の成果等は、研究紀要（Ａ：１冊）や各種の研究成果報告書（研究課題単位で編

（ ）、 （ ）、集される研究報告書 Ｂ：１７冊発行 プロジェクト研究等報告書 Ｃ：１０冊発行

科学研究費による報告書（Ｆ：７冊発行 ）として３５冊編集・刊行し、関係諸機関に）

配布し、その普及に努めている。

研究の成果以外の刊行物として、研究所の概要や活動を記録した刊行物、セミナー

の報告書等を刊行し、配布している （研究・教育資料（Ｄ：１２冊発行 。。 ））

平成１７年度は合計４７冊を刊行した。

（平成１７年度刊行物一覧）

○研究紀要（Ａ）

Ａ－３３ 国立特殊教育総合研究所研究紀要 第３３巻

○各研究部単位で編集される研究報告書（Ｂ）

Ｂ－２０９ 特別な教育的ニーズのある児童生徒のためのＩＣＴを活用した教材・教具の

開発と普及

Ｂ－２０８ 神経症・緘黙症・精神病・脳の器質的障害等のある児童生徒への教育的支援

に関する研究

Ｂ－２０７ 「交流および共同学習」に関する調査研究

Ｂ－２０６ 盲学校および弱視学級等における情報システムおよび地域ネットワークを活

用した視覚障害教育にかかわる情報収集・提供の在り方に関する研究

Ｂ－２０５ 国内外における特殊教育の研究・施策の動向とその評価に関する基礎資料の

収集と分析

Ｂ－２０４ 肢体不自由のある子どもの指導及び支援に関する研究 －自立活動の手引き

書の作成－

Ｂ－２０３ 聾学校におけるコミュニケーション手段に関する研究 －教職員の手話活用

能力の向上とこれを用いた指導の在り方の検討－

Ｂ－２０２ 重複障害のある児童生徒のための教育課程の構築に関する実際的研究

Ｂ－２０１ 盲・聾・養護学校高等部における情報教育のカリキュラムに関する研究
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Ｂ－２００ 慢性疾患、心身症、情緒及び行動の障害を伴う不登校の経験のある子どもの

教育支援に関するガイドブック

Ｂ－１９９ 障害のある児童生徒等の教育の総合的情報提供体制におけるコンテンツの充

実・普及方策に関する実際的研究 中間報告書:
Ｂ－１９８ 知的障害教育における領域・教科を合わせた指導と教師の専門性向上に関す

る研究にかかるガイドブック

Ｂ－１９７ 通常の学級における障害理解のためのツール開発に関する研究

Ｂ－１９６ ターミナル期における教育的・心理的対応に関する研究 －子どもとともに

ある教育を目指して－

Ｂ－１９５ 聴覚障害乳幼児に対する早期からの教育的支援

Ｂ－１９４ なにかできるかな？ なにができるかな？（試作版）

Ｂ－１９３ 盲・聾・養護学校高等部のための情報教育ガイドブック

○プロジェクト研究報告書（Ｃ）

Ｃ－６１ 「個別の教育支援計画」の策定に関する実際的研究

Ｃ－６０ 特別支援教育コーディネーター 養成研修マニュアル

Ｃ－５９ 特別支援教育コーディネーター 実践ガイド

Ｃ－５８ 特別支援教育コーディネーターに関する実際的研究

Ｃ－５７ 小・中学校に在籍する特別な配慮を必要とする児童生徒の指導に関する研究

Ｃ－５６ 養護学校等における自閉症を併せ有する幼児児童生徒の特性に応じた教育的

支援に関する研究 －知的障害養護学校における指導内容、指導法、環境整

備を中心に－

Ｃ－５５ 小・中学校における障害のある子どもへのアプローチ

Ｃ－５４ 小学校・中学校の特別支援教育の推進に関する調査結果 調査報告書:
Ｃ－５３ 小・中学校における障害のある子どもへの教育の支援体制に関する研究

Ｃ－５２ 自閉症教育実践ケースブック －より確かな指導の追究－

○研究・教育資料（Ｄ）

Ｄ－２４１ 世界の特殊教育 20 (XX)

Ｄ－２４０ Final report of the 25th Asian and Pacific international Seminar on

Special Education, 12-15 Octorber 2004, Yokosuka, Japan

Ｄ－２３９ 平成１７年度国立特殊教育研究所セミナーⅡ資料、 テーマ：自閉症の特性

に応じた教育

Ｄ－２３８ 独立行政法人国立特殊教育総合研究所研究者総覧 平成１８年１月現在

Ｄ－２３７ 平成１７年度国立特殊教育研究所セミナーⅠ資料、 テーマ：一人一人の子

どもの特別な教育的ニーズに応えるために－小・中学校における支援の実際

と今後の在り方－

Ｄ－２３６ Newsletter for special education in Asia and the Pacific. No. 25

Ｄ－２３５ 独立行政法人国立特殊教育総合研究所広報誌「くりはまの海 （第 号）」 10
Ｄ－２３４ 独立行政法人国立特殊教育総合研究所平成１６年度事業報告書

Ｄ－２３３ 国立特殊教育総合研究所教育相談年報 第２６号

Ｄ－２３２ 独立行政法人国立特殊教育総合研究所広報誌「くりはまの海 （第９号）」

Ｄ－２３１ 平成１７年度事業概要

Ｄ－２３０ 発達障害のある学生を支援するために －確かな学びと充実した生活をめざ

して－【リーフレット】
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○科学研究費による報告書（Ｆ）

Ｆ－１３９ フランス通常学校における特殊教育施設による支援サービスSESSADの成立と

評価 －わが国の小・中学校における障害のある子どもの特別支援教育体制

への寄与－

Ｆ－１３８ 重度・重複障害児における共同注意の障害と発達支援に関する研究

Ｆ－１３７ 通常の学級の児童が障害について学び理解を深めるための教材と学習プログ

ラムの開発

Ｆ－１３６ 聴覚言語障害児のリテラシーを高めるコミュニカティブアプローチの研究と

教材開発

Ｆ－１３５ 言語障害教育における現場指向型教員研修プログラム開発と研修教材データ

ベースの構築

Ｆ－１３４ 保護者が管理・活用する個別の支援計画の開発に関する研究 －自閉症を併

せ有する幼児児童生徒の地域生活支援プログラムの開発－

Ｆ－１３３ 障害乳幼児を抱えて就労している保護者に対する地域の特色を生かした教育

的サポート

○共同研究による報告書（Ｇ）

Ｇ－１ 高等教育機関に在籍する盲ろう学生の教育・日常生活支援専門家養成研修カリキ

ュラムの開発

イ 刊行物の電子化と公開

平成１７年度は、平成１６年度の刊行物を中心に、電子化公開の対象である平成１２

年度以降の刊行物のうち、未公開であった１７件を含む、５４件のデータを追加した。

平成１７年度末現在、累計で１８４件（紀要等７件、課題別研究報告書等５０件、プ

ロジェクト研究報告書等２０件、研究・教育資料等７９件、科研費報告書等２８件）を

公開中であり、対象となる刊行物の約８６％の電子化を終了した。

４ 研究職員の都道府県等が行う研修等への講師の派遣状況

研究職員は地方自治体の教育委員会、特殊教育センター等あるいは養護学校等が開催す

る研修・講習会に研修・講習会講師や研究協議の指導者として平成１７年度には、延べ１

６０名が出向いた。研究所のこれまでの研究・研修の成果等を広めるとともに、派遣先で

の反応や研究協議で出た意見等を、研究所での研究・研修の充実に反映させている。

５ 研究所の公開

平成１７年７月に研究所公開を行った。

各障害別の研究内容や関連情報及び教育相談センターの教育相談実施状況や動向等をパ

ネル等を利用して説明するとともに、視力・聴力検査の実施、注意と認知の困難さに関す

る体験、車いす体験等を研究職員等の実演を交えて行い、質問にも対応し、近隣の教育・

福祉関係者及び地域住民を含めた、約２１４名の参加者との交流を深め、特殊教育並びに

研究所の研究・研修・教育相談等の活動・事業に対する理解啓発に努めた。

その他、施設見学（火曜及び木曜）を随時受け付け、３６件、２５１名の見学者があっ

た。
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６ 「障害者週間」関連行事

「障害者の日 （１２月９日）が「障害者週間 （１２月３日～９日）に拡大されてから」 」

２年目を迎えた。本年度も障害を理由とする差別禁止の理念の啓発活動が全国で実施され

たが、本研究所においても昨年度に引き続き、障害者週間の理念である障害者理解の促進

を図るため、一般の方を対象とした講演や体験学習会を実施した。概要は以下の通りであ

る。

テーマ： ＮＩＳＥ 障害者週間ワークショップ ２００５ 共に生きる～教育から「

のアプローチ～」

開催日：平成１６年１２月８日（木）

場 所：キャンパスイノベーションセンター（東京都）

参加者：一般参加者

協 力：京急電鉄株式会社、筑波大学附属久里浜養護学校及び財団法人障害児教育財

団

全国特別支援教育推進連盟理事長 三浦 和氏及びＮＰＯ法人えじそんくらぶ代内 容：

本研究所の研究職員による表 高山恵子氏による講演とトークセッション並びに

障害者理解啓発のための体験学習会を開催した。体験学習は３つのコースに

分かれ、それぞれ、①認知困難体験学習会、②点字体験学習会、③手話体験

学習会の体験学習を行った。また、情報発信コーナーではポスター展示によ

る研究活動の紹介を行った。

７ まとめと今後の課題

これまで、情報普及活動については、第一期の中期目標・計画に基づき、図書資料等の

収集整備、研究成果の普及を図るセミナーの開催、Ｗｅｂサイトを通じた情報発信の充実

等に努めてきたところであるが、第二期中期計画策定に向けた検討においても、今後、本

研究所が特殊教育のナショナルセンターとしての役割を果たしていく上で、特殊教育に関

する総合的な情報提供体制を充実することが重要な柱とされたところである。

今後、中期計画に基づき、研究者・教職員等の研究や専門性、指導力の向上に必要な知

識等の提供を一層充実していく観点から、大学における研究成果も含めた特殊教育に関す

る国内外の図書・資料等（とりわけ実践研究の論文・資料）の収集やデータベースの整備

等、研究成果の普及を図るセミナーの開催等を計画的に検討・実施していくことが必要で

ある。

そのために、購入図書・雑誌の収集基準の見直しなどを行い、これまで以上に効率的な

資料収集に努めることや、年々アクセス件数が増加しているＷｅｂサイトについても、よ

り利便性の高い情報提供が行えるよう特殊教育に関するデータベースの更新・効率化やメ

ールマガジンの配信等について検討を進めていくことが必要である。

さらに、研究成果の普及等を図ることを目的に実施しているセミナーについても、受講

者である教育現場等の関係者における研究成果の理解の促進や情報の共有を図るため、研

究協議等参加型の方法を中心としたプログラムとするなどの改善を図っていくことが必要

である。


